
令和２年度使用西多摩地区町村立小学校教科用図書 選定教科書とその理由 
西多摩地区町村立小学校教科用図書採択協議会  

 特別の教科 道徳（日本文教出版）  

内  容 

○ １年生で小１プロブレム解消をねらい、教材をかるた風にイラストや写真のみで表している。 

○ 全学年を通して、北海道から九州まで、全国各地の素材が教材化されている。 

○ いじめ防止をテーマとしたユニット「人との関わり」は学期に一回、年間三回配置され、重点的に取り組めるように

なっている。 

○ 情報モラル教育に関しては、高学年で情報セキュリティなどに関わる内容も掲載されている。 

○ オリンピック・パラリンピックに関連する教材を取り上げている。 

○ 役割演技など、体験的な学習を促す設問が、全学年に設定されている。 

 

 

構成・分量 

○ 冊子の構成が第１学年から第６学年まで年間１冊となっており、全ての学年に発問と記入欄が示されている「道徳ノ

ート」が付属されている。 

○ 目次の他に、四つの視点をどの教材で学んでいくのかが一覧できる表がある。 

○ 視点ごとの分量の割合 

・「主として自分自身に関すること」            27.3% 

・「主として人との関わりに関すること」          23.4% 

・「主として集団や社会との関わりに関すること」      34.0% 

・「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」15.3% 

○ 第１学年から第６学年までの総ページ数は、1040ページである。 

 

 

表記・表現 

○ 児童が興味・関心をもてるような写真・挿絵が挿入されている。 

○ 児童が習っていない漢字や、地名・人名等の固有名詞には振り仮名がふられている。 

○ 行数表記がある。 

○ 文字の大きさは、標準的である。 

 

使用上の便宜 

○ 冊子の構成は、ＡＢ判で、第１学年から第６学年まで「読みもの」とそこに収納できる「活動」の二分冊になってい

る。 

○ 教材名の隣に、内容項目を表現する一文、授業で考える視点に関する記載、教材のあらすじが記載されている。 

○ 教材の内容に関する発問と、自分自身を振り返る発問が、１つずつ精選されている。 

○ 「学習の手引き」ページで教材を自分ごととして捉えさせるための道筋を示している。 

○ 別冊の「道徳ノート」に自由記述欄が設けられており、多様な考えを引き出せるよう、工夫がされている。 

 

 

 


